
＜地場産農産物の加工・販売を実施している事例＞

○はさがけ米、うど等の販売による集落の活性化

１ 集落協定の概要.

市町村･協定名 富山県氷見市坪 池
ひ み し つぼいけ

草地 採草放牧地協 定 面 積 田(100％) 畑
14.9 ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 30％
304万円 共同取組活動 役員報酬、事務費等 8％

（70％） 共同草刈り作業（農道水路 、水路土砂上げ補修 15％）
農道整備、農道簡易舗装 47％

協 定 参 加 者 農業者20人、非農業者3人

２．取組に至る経緯

坪池集落は、氷見市の市街地から約 ｋ 西南方向の石川県境に位置しています。20 m
集落の戸数は 戸で、農業従事者の高齢化も進み労働力が年々減少しているため、農31
業の継続や農地の荒廃が心配されました。

そのため、個人での農業から、水路、農道等の共同保全活動や共同機械による共同作業

化への道を模索していたところ、この制度の始まりを契機に集落協定を結びました。

３．取組の内容

当地区は標高 ｍ～ ｍに位置する棚田地域で昼と夜の寒暖の差が大きいため、美250 400
味しいお米が育ちます また 坪池地区の棚田は上流に人家がなく 能登半島最高峰の宝達。 、 、

ほうだつ

山から流れてくる自然の湧き水と、豊富な栄養を含んだ豊かな土でお米を育てています。

坪池の美味しいお米の中でも、特に好評なのが「坪池の別倉米 。これは、農家みんな」
べつくらまい

の共同作業により、田植えから稲刈り、はさがけ（天日干し 、脱穀と昔ながらの手作業）

で作っています。この様に手作業で丁寧に作られた米は、稲穂全体が熟成し旨味が増して

おり ”他の米とは別の倉に入れる”ほど美味しいものとなっています。この「坪池の別、

、 。倉米」を東京で自ら販売したところ 「極上の味で格段に美味しい」と評判になりました

また 農家と非農家との共同により、耕作放棄地にうど・みょうが等を作付しています。、

これを、時節の山菜と一緒に公民館横で直売し、好評を得ています。

このように、本地区では、共同での農作業に加え、共同での販売も行っています。

東京で「別倉米」を自ら販売「別倉米」の稲刈り



［集落の将来像］
宝達山からの清水と微生物の豊富な栄養を含んだ豊かな土で稲を育て、購入者の皆様方にとって、生

産者の顔の見える安全安心の米作りをめざす。
また、集落の活性化を進め、米を作るだけでなく、氷見海岸を一望できる優れて美しい景観「坪池の

棚田」を守ろう！（田の面積と土手の面積が同じくらいの所が沢山有るため、米作りには労力がかかり
ますが、その代わりに棚田景観は見事なものとなっています）

［将来像を実現するための活動目標］
（ ） 、東京有楽町いきいき富山館でのはさがけ米の試食発売 平成20年12月 平成21年11月 を今後も続け

販路拡大を図る。また、地区公民館を利用した直売所で地産の農作物、山菜の販売を継続する。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理(田14.9ha) 溜池3ヶ所草刈り(0.2ha) 非農家との連携による共同作業
（水路、農道等の管理、直売）

個別対応 共同取組活動 共同取組活動
共同取組活動

水路・作業道の管理 周辺林地の下草刈り 機械・農作業の共同化
・水路3km、年4回 （0.5ha 年1回） ・機械共同利用（8ha）

清掃、草刈り 共同取組活動 ・共同防除（14ha）
・農道3km、年3回 草刈り 共同取組活動
・農道の舗装1.5km

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

農作業は、トラクターの共同使用など、これまで個人で行ってきた作業を共同で行うこ

とにより効率化しました。

また、本地区のほ場整備の行われていない農地では、農道も未舗装で狭く、農作業を行

うには危険な状況となっていました。そこで、共同取り組みにより、これらの農道の舗装

を行い、効率化・安全化を図っています。

一方、集落では40年前、38年前に火災が発生した際に、ため池の水を防火水として使用

し消火に当たりました。このため、集落の３ヶ所の溜池は、農業にとってだけでなく農村

の生活を守っていくためにも大変重要な財産となっています。

このように、協定農地の保全、防火という共通の課題により溜池・農道・用水路の整備、

草刈り等に集落住民の共同でやろうという意識の高まりが見られる様になっています。

今後は、これらの意識の高まりを活かし 「坪池の別倉米」など、坪池ならではの農業、

を行っていきたいと考えています。

［平成21年度までの主な成果］

○機械農作業の共同化の推進 共同トラクターでの田耕起等8ha実施（当初0ha、目標3.0ha）

共同防除14ha実施（当初0ha、目標3.0ha）

○非農業者と連携した一体的活動 農道、水路の補修、草刈りなど

○農道の簡易コンクリート舗装 1.5km完成(～H21年度)

○地場産農産物の販売 坪池の別倉米、うど、みょうが等の販売


